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王)挙人就 “居然接受了散人的命令作了雛持会会k"(十一 )。 力什次?王挙人対夢蓮声明 “力了房子,












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(8)『火葬』十三 pp 406 407
(9)『火葬』三 p346
(10)『火葬』五 p359

































『火葬』二十七 pp 48牛4 5
『火葬』十二 p408
同 (12)
平松圭子氏は(2)の資料で, この夢蓮について
「『火葬』の王夢蓮も『四世同堂』の招第も行く
づまったときの気持ちを『ピストルが一丁ほし
かった』という言葉であらわしている。招第は
日本軍から特務教育を受け,母と二人で北京中
をふるえあがらせてやりたいと思っている娘
であり,夢蓮の方は父の八方美人的な処世術に
悩み,劉二狗の圧迫に苦しみ,恋人の死を通し
て抗戦に目覚めてゆく。行動はあい反するが,
二人とも幼少から甘やかされて育ち,男友達の
だれからもちやほやされるのを喜ぶ共通点を
もっていた。ただ夢蓮は良家に育ち,いざとな
ると臆病になる。この性格は招第の姉,高第に
受けつがれていまいか。Jと述べている。筆者の
夢蓮に対する見解とはいくらか異にしている。
ただ,『四世同堂Jとの関連については今後の課
題である。
(付記)本稿は科学研究補助金 (基盤研究 (C)「中国
における家族の文学表象の形成 と展開に関す
る基礎的研究」代表西上)による研究成果の一
部である。
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